
パラメータ 型　式 製　造 入手元 価格 説　明

3000：01：00 SR−3704−150N/14Z サラ 秋月電子通商 980円 交流電流を測定するための分割
型カレント・トランス

10Ω，1 ％ MF1/4CC10R0F KOA 秋月電子通商 300円/100個 カレント・トランスの電流・電
圧変換用抵抗

2.2 kΩ，1 ％ MF1/4CC2201F KOA 秋月電子通商 300円/100個 差動アンプのゲイン設定用抵抗
10 kΩ，1 ％ MF1/4CC1002F KOA 秋月電子通商 300円/100個 差動アンプのフィードバック抵抗

100 kΩ，1 ％ MF1/4CC1003F KOA 秋月電子通商 300円/100個 カレント・トランス入力のオフ
セット用

4.7 kΩ，5 ％ − − 秋月電子通商 100円/100個 I2Cのプルアップ用
− EIC−801 E−CALL ENTERPRISE 秋月電子通商 370円 回路組み立て用のブレッドボード
− AE−FT234X 秋月電子通商 秋月電子通商 680円 付属基板への書き込み用

− M5Stack Basic M5Stack スイッチサイエンス 6,545円 作成したI2Cモジュールのアプ
リケーション用

表1　本器の部品表
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写真1　付属基板を使ってブレッドボード上で組んだIoT電力
モニタ
暖房器具やパソコンの電源入力に取り付けると，その装置の
消費電力を測定することができる

図2　クラウド・サーバ
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コンでグラフ表示して
いるようす
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図3　8本の外付け抵抗と付属基板があれば，シンプルに
電流センサを利用した交流電流測定回路が作れる
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　インターネットに接続されたモノどうしが互いに
やりとりしながら勝手に動くIoT（Internet of Things）
の普及により，センシング技術が注目を集めていま
す．新たなセンサを1つ付けるだけで，IoT端末に
魅力的な機能を付加できるからです．
　本書で紹介するPSoCの魅力の1つは，豊富なア
ナログ・コンポーネントを備えていることです．デ
ィジタル・センサだけでなく，高精度な計測が可能
なアナログ・センサも直結できます．数個の外付け
抵抗だけでアナログ・センサ回路を実現できます．
　本稿では，付属基板とアナログ電流センサ（カレ
ント・トランス）で，家の消費電力のデータを収集
するIoT端末を製作しました（写真1，図1）．

クを図4，各ピンの機能を表2に示します．
　交流電流の測定にはカレント・トランスを利用しま
す．

●［STEP2］PSoCのアナログ・ブロックとカレン
ト・トランスとの接続する
　カレント・トランスはトランスの一種で，電流の計
測に使われます．電源回路に使用するトランスと異な
る点は，1次側と2次側の巻き線比が1：数千となって
おり，1次側に流れる電流の数千分の一の電流が2次
側に流れます．これにより1次側の電流を1次側から

　収集したデータは，インターネット経由でクラウ
ド・サーバに送信して，図2のようにグラフ表示し
ます． 〈編集部〉

電力を測定してサーバにUP！

● 構成
　部屋の電流を測定して，ブレーカが落ちそうになっ
たら警告してくれる交流電流測定システムを付属基板
を利用して製作しました．図1に本システムの構成を
示します．
　測定対象に流れる電流を，電流センサ（カレント・ト
ランス）と付属基板を使って測定します．Wi−Fi通信
機能を持つユニットであるM5Stackは，I2C経由で付
属基板から測定したデータを読み取ります．
　M5Stackは測定したデータを付属の液晶画面上に

グラフ表示します．M5StackはWi−Fi経由でルータ
に接続し，インターネット経由でMicrosoftのデータ解
析プラットフォームであるPower BIに送信できます．
　本器を製作するのに必要な部材を表1に示します．

● できること
▶① 商用電源を使用する交流電流の実効値測定
　カレント・トランスを取り付けた配線を電源との間
に入れると，対象に流れる電流の実効値を測定するこ
とができます．
▶② 測定した電流の現在値と履歴のグラフ表示
　現在の測定値と，1秒ごと60秒間の履歴のグラフ表
示します．1分ごと1時間の履歴のグラフ表示を手元
のハードウェア上で行うことができます．
▶③ 外部サーバへの測定データの送信
　外部のサーバにインターネット経由でデータを送信
することができます．今回のデータ送信先としては
MicrosoftのPower BIを使用していますが，HTTP経
由でJSONなどのフォーマットでデータを入力できる
ものであれば，簡単な修正で対応できます．

ハードウェアの製作

●［STEP1］回路の検討
図3に示すのは，交流電流センサの回路です．

　ブートローダ経由の書き込み用のAE−FT234X（秋
月電子通商）の3番ピンと付属基板のJ4，6番ピン間の
配線は，書き込みのときだけ接続し，書き込み完了後
は取り外します．ブートローダ切り替えジャンパJP1

も書き込み完了後に1番と2番をショートにします．
これは，JP1 の2番ピンはJ4 の2番ピンに接続されて
いるため，2番と3番ピンをショートしてグラウンド
に接続していると正常に動作しないためです．
　交流センサ・モジュールのPSoC Creatorのブロッ

第1章 アナログ電流センサを直結！
クラウド電力計
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周辺回路は抵抗8本だけ！ M5Stackと組み合わせてWi−Fi接続

第2部　付属基板を使った製作事例
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